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 白金族元素回収/ガラス固化体一括プロセスでは、白金族元素・モリブデンを回収する分離剤としてフェ

ロシアン化アルミニウムを用いている。その結果、分離剤からアルミニウムが溶出し、高レベル放射性廃棄

物に混入することが予想される。本研究では、昇温に伴う模擬高レベル廃液（sHLLW）の分解およびガラス

固化現象解析の手法[1]を用い、アルミニウムを含む sHLLW について、sHLLW の熱分解反応速度解析、相変

化・相挙動、熱分解反応/ガラス化反応挙動の可視化、溶融ガラス中に存在する白金族元素の分散状態の分

析結果を基に、アルミニウム含有 sHLLW のガラス溶融炉におけるダイナミックスを検討した。 
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1. 緒言 sHLLW の熱分解反応、ホウケイ酸ガラスへの拡散・

溶解およびガラス化反応は仮焼層内の各温度域で順次進行

する．ここでは，sHLLW/Al2O3/ホウケイ酸ガラス粉末混合系

の昇温に伴う熱分解反応速度解析、相変化・相挙動、熱分解

反応/ガラス化反応挙動の可視化、白金族元素の分散状態の

観察を行い、sHLLW ガラス固化現象における Al2O3の影響を

把握することを試みた。 

2. 実験 sHLLW/Al2O3/ホウケイ酸ガラス粉末混合系におい

て、TG を用いた sHLLW の熱分解反応解析、小型炉と光学系からなる高温観察システムを用いた昇温に伴う相

変化・相挙動、熱分解反応/ガラス化反応挙動のその場観察、さらに溶融ガラス相内における白金族元素の分

散/凝集状態の目視観察を行った。 

3. 結果・考察 sHLLW/Al2O3/ホウケイ酸ガラス粉末混合系の、昇温過程におけ

る熱分解反応速度解析結果を図１に、溶融ガラスの状態を図２に示す。Al2O3の

sHLLW 熱分解反応への影響は、Al2O3の濃度が高くなると 400℃～600℃における

反応温度域が低温側にシフトする（図 1）。Al2O3が多くなると、白金族元素の凝

集が見られずガラス相内に分散している（図２）。このことは Al2O3共存よる、

溶融ガラスの流動性低下によるものと推測される。 
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図１．sHLLW/Al2O3/ホウケイ酸ガラス粉末 

混合系での熱分解反応速度 vs 温度マップ 
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図２．白金族元素の凝

集・分散状態（図中の明

るい箇所：白金族凝集） 
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